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他協議会における地域・漁業振興策について 

（協議会意見とりまとめより抜粋） 

 

 

長崎県西海市江島沖における協議会 

 ４．おわりに－洋上風力発電事業を通じた江島の将来像－ 

江島は、過疎化が進行するとともに、少子化に伴う小中学校の廃校問題といっ

た後戻りできない事態に直面しつつある。また、主要産業である漁業について

は、豊かな漁場がある反面、島民の減少と連動し、事業継続等の面において、厳

しい状況に直面している。 

こうした状況を大きく改善し得る、潜在力あるプロジェクトが長崎県西海市江

島沖における洋上風力発電事業である。 

この事業を通じて、（１）漁業振興策として、①海産資源をしっかりと守り育て

ていく取組、②江島で漁業を始めた人が継続的に漁業に従事できるような環境整

備、③水揚げ高増加につながる取組等の実施が期待される。また、（２）地域振興

策としては、①風車の維持・管理の一端を担う拠点整備に加えて、②島民や移住

者といった地域コミュニティが交流する場の整備が期待される。さらに、（３）Ｉ

ＣＴ等の様々な先進技術を活用した島民の生活の質の向上、高付加価値農産品の

栽培等を含む新たな地元就業環境の創出、テレワークを活用したワーケーション

といった多様な働き方を実現するフィールドとして、江島のいわば“スマートア

イランド化”を目指す。 

このような江島の振興に係るプロジェクトが早期に実現することで、江島へ移

住・定着される人が徐々に増加していくこと、加えて、江島が将来にわたってラ

イフステージに応じ、安心で快適な生活圏となることが強く期待される。 

   選定事業者は、このような江島を取り巻く情勢を念頭に置いたうえで、本事業

が日本における一つの先進的な離島振興モデルとなることを目指し、発電事業と

併せて協調・共生策に取り組んでいく必要がある。 
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新潟県村上市及び胎内市沖における協議会 

 ４．洋上風力発電事業を通じた村上市及び胎内市の将来像 

   当該区域に面する村上市と胎内市は、新潟県北部に位置し、日本海に面した海

岸線は、水産資源に恵まれた漁場を有している。 

また、周辺の河川では古くから鮭漁が盛んであり、これが村上地域の「鮭文

化」という独自の地域資源を育んでいる。このような村上市・胎内市沿岸の海面

漁業と内水面漁業の取組によって、当地域の水産業が形成されている。 

地域においては、人口減少や少子高齢化が進み、若い世代の転出に伴う市内産

業の人材不足や地域活動の担い手不足が顕在化しており、大きな課題となってき

ている。一方で、地球温暖化を抑止することを大切な環境課題と捉え、再生可能

エネルギーの利用促進を重要なテーマに据えて、地域特性を活かした洋上風力発

電事業の誘致に積極的に取り組んでいる。このことによって、この地で暮らす

人々と生まれ育つ人々が環境を大切に考えるようになり、ひいてはそれがこの地

域における「シビックプライド」の醸成にもつながっていくことを企図してい

る。そして、洋上風力発電事業が現実のものとなれば、産業の振興、雇用確保、

魅力ある観光スポットが生まれること等も波及効果として見込まれ、将来を見据

えた持続可能なまちづくりに資するものと期待するところである。 

すなわち、発電事業の実施と並行して、以下に例示するような取組を行ってい

くことを通じて、将来にわたって当地域を活性化していくこと、及び、持続可能

な漁業体制を構築していくことが期待される。 

（１）地域振興策 

①洋上風力発電に関する地元企業への積極的な情報提供を通じた、地域におけ

る新産業の育成や関連する雇用の確保 

②地元を活用したサプライチェーンの構築による、持続性のある地域産業との

関係性の構築 

③洋上風力発電事業における地元港湾の積極的な活用を通じた、港湾地域の活

性化 

④洋上風力発電事業を契機とした観光振興や、環境教育の活性化 

（２）漁業振興策 

①水産資源管理や漁獲量把握等の情報を漁業関係者と共有、連携することによ

る漁獲量や水揚量の増加、漁業操業の効率化推進による利益最大化等の漁業

経営基盤の強化 

②漁業環境の整備、担い手の育成、地場産水産物の販売力強化や消費拡大を通

じた継続的な漁業運営 

③鮭を中心とした孵化増殖事業や鮭漁の見学等の取組の支援・推進及び鮭文化

の保全・発展 

選定事業者は、当地域のこのような課題認識や期待を念頭に置いたうえで、本

事業によって洋上風力発電と地域・漁業との共存共栄が達成されるよう、発電事

業と併せて協調・共生策に取り組んでいく必要がある。 


